
安全運転管理者制度とは

道路交通法では、一定台数以上の自動車を使用する事業所に対して、自動車の安全運転と運行に必要
な指導や管理業務を行わせるため、安全運転管理者とそれを補助する副安全運転管理者を、自動車を使
用する事業所(本拠）ごとに選任することを義務づけています。
選任の基準は、乗車定員が１１人以上の自動車を１台以上使用する場合、その他の自動車を５台以上使

用する場合（自動二輪車は0.5台で計算）等に選任する必要があります。また、２０台以上からは台数に応じ
た副管理者を選任する必要があります。
自動車運転代行業者は、台数に関係なく営業所ごとに選任する必要があり、随伴用自動車を１０台以上

使用する営業所については、台数に応じた副安全運転管理者を選任しなければなりません。

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

平成１７年
平成１８年

平成１９年
平成２０年

平成２１年
平成２２年

平成２３年
平成２４年

平成２５年
平成２６年
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安全運転管理者数 2,769 2,778 2,385 2,463 2,492 2,628 2,676 2,690 2,837 2,912

副安全運転管理者数 522 522 586 609 608 612 611 632 673 719

安全運転管理者数

副安全運転管理者数

安全運転管理者の選任 副安全運転管理者の選任

人数 台以上 ※ 台ごとに 人加えていく 人数車両５台以上 20 ( 20 1 )

乗車定員 人以上の車両１台以上 人11 1

人1

自動車２０台～３９台

自動二輪車 台以上 自動車４０台～５９台 人10 2

自動車６０台～７９台 人3

自動車８０台～９９台 人4

自動車１００台～１１９台 人5

（※ １台を 台として計算） 以下２０台ごとに 人加えていく0.5 1

 

 

 

 

20台以上（※20台ごとに1人選任していく)

以下20台ごとに1人選任していく

 36 安全運転管理者制度 

 37 沖縄県の安全運転管理者選任者数の推移 

 

 

第６ 安全運転管理者等の選任状況等 
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